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2016年度 後期 リフレクションペーパー

（生）（電）（建・デ）（情）（経）

English III

基礎教養部門

松原留美

英語Ⅰより一歩進んだレベルの語彙、文法、用法を学ぶ。この科目では、英語の四技能のうち、とくにlisteningとspeakingに焦点をあてた授業を
おこなう

第1回      導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法
第2回      Unit 1 People
第3回      Unit 2 Work, Rest, and Play
第4回      Unit 3 Going Places
第5回      Unit 4 Food
第6回      Unit 5 Sports
第7回      Unit 5 Destinations
第8回      中間まとめ
第9回      Unit 7 Communication
第10回     Unit 8 Moving Forward
第11回     Unit 9 Types of Clothing
第12回     Unit 10 Lifestyles

成績評価基準

実技 20%

臨時試験 部外評価

報告書・レポート プレゼンテーション

課題   

概して、わかりやすかったというコメントであり、楽しんで学習できたと感じる。文法的な説明をわかりやすいままに保ちながらも、語彙のレベルを
上げて、実用的に英語を使う能力を向上させたいと思う。

演習 計 100%

概して日常生活に必要な会話力を身につけることができた。ペアワークやグループワークを多く取り入れたことが良かった点であると思える。ディ
ベートやプレゼンテーションの練習を行ったことで、より実用的な表現力が身に付いたと感じる。

授業内で出来る限り日本語を使用しない雰囲気づくりをすることを心掛けたこともあり、課題の説明が足りなかったと感じる受講者がいたので今
後は気をつけたい。自習の時間をもっと増やした方がよいと感じたので今後は課題をより工夫したい。
TED Presentationなどの英語教材により親しむことができるように、DVD内の表現の説明などを簡潔、かつ的確な説明を加えてさらに回数を多く
して使用していきたい。

毎回のペアワークやグループワークで行ったことを、各自で専用のノートに書き留めて、使用した表現がより定着するようにしたい。
そのために、前回よりもより有効なプリントなどを作成して配布する。


